

























































































































者では Hamiltonianに D-M相互作用が存在し,従って chiral対称性が破られて
おり,その秩序の存在は自明である.このことと関連しスピンの回転変換が存在
し,この系はD-M相互作用の無い系と等価になる.例えば,その静的スピン構造
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因子のピークは不整合波数に位置するが,強磁性体や反強磁性体の場合と同じく
ピーク位置は温度により変化しない.
一方,後者では chiral短距離秩序の起源が spinsingletdimerと深く関係して
いることが3スピンの解析から明らかにされた.従って3角格子の積み重ねと見
なされる模型 2での dimer相においても,chiral短距離秩序は存在し,次近接相
互作用が大きくなるに従い発達する様子が数値計算で確かめられた.相互作用が
異方的な場合,基底状態でのchiral長距離秩序の可能性が残されており,このこと
は最近の理論結果と整合する.
量子揺らぎの激しい1次元 ∫-1/2量子スピン系においても,chiral秩序に関
連した現象が実現され得る可能性が高い.もしその様な現象が実験で見つかれば,
chiralsoliton等,これまでにない新しい概念がうち立てられ,これらの系の新し
い側面を切り拓くものと期待される.
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